	　　　　　F. シューベルトFranz Schubert (1797-1828)
　　　　　　幻想曲 ハ短調 D 2e (1811)
　　　　　　　　Fantasie c-moll, D 2e (1811)


　　　　　　　　　　　　　ピアノ：松村英臣

　　　　　　４手ピアノのための幻想曲 ヘ短調 D 940 (1828)
　　　　　　　　Fantasie für Klavier zu vier Händen f-moll, D 940 (1828)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピアノ：兼光祐佳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松村英臣




ロマン主義の語源

romanz / romant
【古フランス語】　ロマンス語、ロマンス語の文章

romantic 
ロマンス語の　→　俗語の、いいかげんな　→　空想的な

シューベルトの幻想曲
1822年（25歳）ピアノ独奏のための幻想曲　ハ長調（さすらい人）　D 760

1827年（30歳）ヴァイオリンとピアノのための幻想曲　ハ長調　D 934

1828年（31歳）４手ピアノのための幻想曲　ヘ短調　D 940

習作あるいは本人未出版の手稿

　1810年（13歳）
４手ピアノのための幻想曲　ト長調　D 1

　1810-1811年
４手ピアノのための幻想曲　ト長調　D 1b（未完）

　1811年（14歳）
独奏ピアノのための幻想曲　ハ短調　D 2e

　
　　　
４手ピアノのための幻想曲　ト短調　D 9

　1813年（16歳）
４手ピアノのための幻想曲　ハ短調　D 48

　1821-1823年頃
４手ピアノのための幻想曲　ハ長調　D 605a

幻想曲風ソナタ／ソナタ風幻想曲の代表作

1801年　L. v. ベートーヴェン　幻想曲風ソナタ　作品27

1822年　F. シューベルト　幻想曲　ハ長調

1838年　R. シューマン　幻想曲　ハ長調　作品17

1839年　F. リスト　ソナタ風幻想曲「ダンテを読んで」

シューベルトの器楽曲における自作の引用

1822年　幻想曲　ハ長調

←　「さすらい人」（1821）

1823?年 ピアノ五重奏曲　イ長調
←　「ます」（1816）

1824年　弦楽四重奏曲　イ短調
←　劇音楽「ロザムンデ」（1823）

1824年　弦楽四重奏曲　ニ短調
←　「死と乙女」（1817）

1824年　「しぼめる花」変奏曲
←　「美しき水車小屋の娘」（1823）

1827年　ヴァイオリン幻想曲
←　「私の挨拶を」（1822/1822）

C. P. E. バッハ（1714-1788）

「鍵盤楽器の正しい奏法のための試論」（1753年）

音楽家は自分自身が感動するのでなければ聴衆を感動させることはできない。したがって彼は、聴衆の心によび起こそうとするすべての情緒のなかに自分もひたることがどうしても必要である。彼が自分の感情を聴衆に示し、そして彼らをそれに共感させるのである。しょう然とした悲しい部分では自分自身しょう然とし、悲しまなければならない。聴衆がそれを見、それを聞いて曲の内容を理解するのである。

（東川清一訳『正しいピアノ奏法』上、126頁）

さすらい人（1821年）　詩：G. P. シュミット

私は山々を越えて来た。／　谷は霧が立ち、海は荒れ狂っている。

私はひっそりさまよう、喜びは少ない。　／　そして絶えず嘆息し問う、何処へ、と。

太陽は私にはどんよりと冷たく、　／　花は枯れて、生命は古く色あせる。

それらが語る言葉は空しい響き。　／　私はどこに行っても、よそ者だ。

[…中略…]

霊的な気配が私の耳元に響く、　／　「お前のいない所、そこに幸福があるのだ！」

アトラス（1828年）　詩：H. ハイネ

私は不幸なアトラス！　／　この苦しみの世界全体を私は背負わねばならない。

背負い難いものを背負い、　／　私の心は体の中で破裂しそうだ。

誇り高き心よ、お前がそれを望んだのだ！　／　お前は幸せを望んだ。永遠の幸せか、

さもなければ永遠の悲哀を、と望んだ。誇り高き心よ、

そして今、お前は悲哀のなかにいる。

引用曲名一覧
Wolfgang Amadeus Mozart (1756-1791), Fantasie c-moll, K. 457 (1785)

Carl Philipp Emanuel Bach (1714-1788), Fantasie “C. P. E. Bachs Empfindungen” fis-moll (1787)
F. Schubert, Fantasie C-dur, D 760 (1822)

F. Schubert, Der Wanderer (Georg Philipp Schmidt), D 493 (1821)

F. Schubert, Klaviersonate A-dur, D 959 (1828)

F. Schubert, Der Atlas (Heinrich Heine), D 957-8 (1828)

